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政
令
第
三
百
八
十
三
号

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
三
十
八
条
第
一
項
、
第
五

十
条
第
一
項
、
第
七
十
四
条
の
二
第
三
項
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
、
同
条
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
十
条
第
五

項
、
同
法
第
七
十
四
条
の
三
第
三
項
第
一
号
及
び
第
三
号
並
び
に
第
六
項
並
び
に
同
法
附
則
第
四
条
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
五
十
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
二
百
九
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
三
条
第
四
項
中
「
法
第
七
十
条
第
二
項
」
の
下
に
「
（
法
第
七
十
二
条
の
六
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は

法
第
七
十
二
条
の
三
第
二
項
」
を
加
え
、
「
又
は
知
的
障
害
者
及
び
採
用
」
を
「
、
知
的
障
害
者
又
は
法
第
七
十
二
条
の
二
に

規
定
す
る
精
神
障
害
者
（
以
下
こ
の
号
及
び
次
号
に
お
い
て
「
精
神
障
害
者
」
と
い
う
。
）
及
び
採
用
」
に
、
「
又
は
重
度
知

的
障
害
者
」
を
「
、
重
度
知
的
障
害
者
又
は
精
神
障
害
者
」
に
、
「
同
項
に
」
を
「
法
第
三
十
八
条
第
一
項
に
」
に
、
「
又
は

知
的
障
害
者
及
び
当
該
」
を
「
、
知
的
障
害
者
又
は
精
神
障
害
者
及
び
当
該
」
に
改
め
る
。
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第
十
四
条
中
「
七
月
三
十
一
日
」
を
「
初
日
」
に
、
「
廃
止
し
た
日
か
ら
四
十
五
日
を
経
過
す
る
日
）
ま
で
」
を
「
廃
止
し

た
日
）
か
ら
四
十
五
日
以
内
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
を
第
二
十
七
条
と
す
る
。

第
二
十
条
中
「
又
は
障
害
者
雇
用
納
付
金
」
を
「
、
障
害
者
雇
用
納
付
金
又
は
在
宅
就
業
障
害
者
特
例
調
整
金
」
に
改
め
、

同
条
を
第
二
十
四
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
法
第
七
十
四
条
の
三
第
三
項
第
一
号
及
び
第
三
号
の
労
働
に
関
す
る
法
律
の
規
定
で
あ
つ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
）

第
二
十
五
条

法
第
七
十
四
条
の
三
第
三
項
第
一
号
の
労
働
に
関
す
る
法
律
の
規
定
で
あ
つ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の

と
お
り
と
す
る
。

一

労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
百
二
十
一
条
第
一
項
（
同
法
第
百
十
七
条
、
第
百
十
八
条
第
一

項
（
同
法
第
六
条
及
び
第
五
十
六
条
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
百
十
九
条
（
同
法
第
十
六
条
、
第
十
七
条
、
第
十
八

条
第
一
項
及
び
第
三
十
七
条
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
百
二
十
条
（
同
法
第
十
八
条
第
七
項
及
び
第
二
十
三
条
か

ら
第
二
十
七
条
ま
で
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
が
労
働
者
派
遣
事
業

の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
就
業
条
件
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
年
法
律
第
八
十
八
号
。
以



- 3 -

下
「
労
働
者
派
遣
法
」
と
い
う
。
）
第
四
十
四
条
（
第
四
項
を
除
く
。
）
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）

二

職
業
安
定
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
六
十
七
条
（
同
法
第
六
十
五
条
第
一
号
に
係
る
部
分
を
除
く

。
）
の
規
定

三

最
低
賃
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
四
十
六
条
（
同
法
第
四
十
四
条
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の

規
定

四

建
設
労
働
者
の
雇
用
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
一
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
五
十
二
条
（
同
法
第
四
十
九

条
、
第
五
十
条
及
び
第
五
十
一
条
（
第
二
号
及
び
第
三
号
を
除
く
。
）
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定

五

賃
金
の
支
払
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
一
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第
二
十
条
（
同
法
第
十
八
条
に
係
る
部

分
に
限
る
。
）
の
規
定

六

労
働
者
派
遣
法
第
六
十
二
条
の
規
定

七

港
湾
労
働
法
（
昭
和
六
十
三
年
法
律
第
四
十
号
）
第
五
十
二
条
（
同
法
第
四
十
八
条
、
第
四
十
九
条
（
第
一
号
を
除
く

。
）
及
び
第
五
十
一
条
（
第
二
号
及
び
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定

八

中
小
企
業
に
お
け
る
労
働
力
の
確
保
及
び
良
好
な
雇
用
の
機
会
の
創
出
の
た
め
の
雇
用
管
理
の
改
善
の
促
進
に
関
す
る
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法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
五
十
七
号
。
以
下
「
中
小
企
業
労
働
力
確
保
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
二
条
（
中
小
企
業
労
働

力
確
保
法
第
二
十
一
条
第
二
号
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
の
規
定

九

育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
六
号

。
以
下
「
育
児
・
介
護
休
業
法
」
と
い
う
。
）
第
六
十
六
条
（
育
児
・
介
護
休
業
法
第
六
十
四
条
に
係
る
部
分
を
除
く
。

）
の
規
定

十

林
業
労
働
力
の
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
八
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
三
十
五
条
（
同
法
第
三
十
四
条
第
二

号
に
係
る
部
分
を
除
く
。
）
の
規
定

十
一

労
働
者
派
遣
法
第
四
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
労
働
基
準
法
第
百
二
十
一
条
の
規
定
及
び
労
働
者

派
遣
法
第
四
十
五
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
百

二
十
二
条
の
規
定

２

法
第
七
十
四
条
の
三
第
三
項
第
三
号
の
労
働
に
関
す
る
法
律
の
規
定
で
あ
つ
て
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と

す
る
。

一

労
働
基
準
法
第
百
十
七
条
、
第
百
十
八
条
第
一
項
（
同
法
第
六
条
及
び
第
五
十
六
条
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
第
百
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十
九
条
（
同
法
第
十
六
条
、
第
十
七
条
、
第
十
八
条
第
一
項
及
び
第
三
十
七
条
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
百
二
十

条
（
同
法
第
十
八
条
第
七
項
及
び
第
二
十
三
条
か
ら
第
二
十
七
条
ま
で
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
並
び
に
こ
れ
ら

の
規
定
に
係
る
同
法
第
百
二
十
一
条
の
規
定
（
こ
れ
ら
の
規
定
が
労
働
者
派
遣
法
第
四
十
四
条
（
第
四
項
を
除
く
。
）
の

規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
）

二

職
業
安
定
法
第
六
十
三
条
、
第
六
十
四
条
、
第
六
十
五
条
（
第
一
号
を
除
く
。
）
及
び
第
六
十
六
条
の
規
定
並
び
に
こ

れ
ら
の
規
定
に
係
る
同
法
第
六
十
七
条
の
規
定

三

最
低
賃
金
法
第
四
十
四
条
の
規
定
及
び
同
条
の
規
定
に
係
る
同
法
第
四
十
六
条
の
規
定

四

建
設
労
働
者
の
雇
用
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
第
四
十
九
条
、
第
五
十
条
及
び
第
五
十
一
条
（
第
二
号
及
び
第
三
号
を

除
く
。
）
の
規
定
並
び
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
係
る
同
法
第
五
十
二
条
の
規
定

五

賃
金
の
支
払
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
十
八
条
の
規
定
及
び
同
条
の
規
定
に
係
る
同
法
第
二
十
条
の
規
定

六

労
働
者
派
遣
法
第
五
十
八
条
か
ら
第
六
十
二
条
ま
で
の
規
定

七

港
湾
労
働
法
第
四
十
八
条
、
第
四
十
九
条
（
第
一
号
を
除
く
。
）
及
び
第
五
十
一
条
（
第
二
号
及
び
第
三
号
に
係
る
部

分
に
限
る
。
）
の
規
定
並
び
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
係
る
同
法
第
五
十
二
条
の
規
定
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八

中
小
企
業
労
働
力
確
保
法
第
十
九
条
、
第
二
十
条
及
び
第
二
十
一
条
（
第
二
号
を
除
く
。
）
の
規
定
並
び
に
こ
れ
ら
の

規
定
に
係
る
中
小
企
業
労
働
力
確
保
法
第
二
十
二
条
の
規
定

九

育
児
・
介
護
休
業
法
第
六
十
二
条
、
第
六
十
三
条
及
び
第
六
十
五
条
の
規
定
並
び
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
係
る
育
児
・
介

護
休
業
法
第
六
十
六
条
の
規
定

十

林
業
労
働
力
の
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
三
十
二
条
、
第
三
十
三
条
及
び
第
三
十
四
条
（
第
二
号
を
除
く
。
）
の

規
定
並
び
に
こ
れ
ら
の
規
定
に
係
る
同
法
第
三
十
五
条
の
規
定

十
一

労
働
者
派
遣
法
第
四
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
労
働
基
準
法
第
百
十
八
条
、
第
百
十
九
条
及
び
第

百
二
十
一
条
の
規
定
並
び
に
労
働
者
派
遣
法
第
四
十
五
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
適
用
さ
れ
る
労
働
安
全
衛
生
法
第
百
十

九
条
及
び
第
百
二
十
二
条
の
規
定

（
法
第
七
十
四
条
の
三
第
六
項
の
政
令
で
定
め
る
期
間
）

第
二
十
六
条

法
第
七
十
四
条
の
三
第
六
項
の
政
令
で
定
め
る
期
間
は
、
三
年
と
す
る
。

第
十
九
条
の
次
に
次
の
四
条
を
加
え
る
。

（
在
宅
就
業
単
位
調
整
額
）
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第
二
十
条

法
第
七
十
四
条
の
二
第
三
項
第
三
号
に
規
定
す
る
在
宅
就
業
単
位
調
整
額
は
、
二
万
一
千
円
と
す
る
。

（
評
価
基
準
月
数
）

第
二
十
一
条

法
第
七
十
四
条
の
二
第
三
項
第
四
号
に
規
定
す
る
評
価
基
準
月
数
は
、
三
月
と
す
る
。

（
法
第
七
十
四
条
の
二
第
三
項
第
五
号
の
政
令
で
定
め
る
額
）

第
二
十
二
条

法
第
七
十
四
条
の
二
第
三
項
第
五
号
の
政
令
で
定
め
る
額
は
、
三
十
五
万
円
と
す
る
。

（
準
用
）

第
二
十
三
条

第
十
六
条
の
規
定
は
、
法
第
七
十
四
条
の
二
第
一
項
の
在
宅
就
業
障
害
者
特
例
調
整
金
（
以
下
「
在
宅
就
業
障

害
者
特
例
調
整
金
」
と
い
う
。
）
の
支
給
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

附
則
第
八
項
中
「
と
い
う
。
）
」
の
下
に
「
及
び
同
条
第
四
項
の
在
宅
就
業
障
害
者
特
例
報
奨
金
（
以
下
「
在
宅
就
業
障
害

者
特
例
報
奨
金
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
る
。

附
則
第
九
項
中
「
報
奨
金
」
の
下
に
「
及
び
在
宅
就
業
障
害
者
特
例
報
奨
金
」
を
加
え
る
。

附

則

１

こ
の
政
令
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
四
条
の
改
正
規
定
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
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か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
後
の
第
十
四
条
の
規
定
は
、
平
成
十
八
年
度
以
後
の
年
度
分
と
し
て
支
給
す
る
障
害
者
雇
用
調
整
金
の
支
給
に
つ
い

て
適
用
す
る
。
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理

由

障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
障
害
者
の
在
宅
就
業
を
支
援
す
る
た

め
に
設
け
ら
れ
た
在
宅
就
業
障
害
者
特
例
調
整
金
の
算
定
等
の
た
め
に
必
要
な
規
定
の
整
備
を
行
う
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。


